
４ひがしくるめ 市 議 会 だ よ り４． ５．１５

６
年
度
以
降
の
施
設
整
備
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
検
討
に
当
た
り
、
ト

イ
レ
の
改
修
と
特
別
教
室
の
空

調
は
子
ど
も
た
ち
に
直
結
す
る

環
境
整
備
で
あ
る
。
早
急
な
実

施
へ
前
向
き
な
検
討
を
求
め
る
。

　

次
に
、
予
算
特
別
委
員
会
で

日
本
共
産
党
か
ら
提
出
さ
れ
た

予
算
の
組
み
替
え
を
求
め
る
動

議
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。

　

以
上
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

国
や
都
の
補
助
も
活
用
し
な
が

ら
必
要
な
事
業
経
費
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
一
般
会
計
予
算
案

に
賛
成
す
る
。

　

ま
た
、
３
特
別
会
計
予
算
案
、

下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
に
は

特
に
意
見
を
付
す
こ
と
な
く
賛

成
す
る
。

強
化
と
在
り
方
の
検
討
、
期
日

前
投
票
所
増
設
の
さ
ら
な
る
議

論
と
検
討
を
要
望
す
る
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
緊
急
整
備

支
援
事
業
は
、
医
療
と
介
護
が

連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

先
天
性
風
疹
症
候
群
に
つ
い

て
は
、
そ
の
対
策
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
予
防
接
種

率
向
上
に
向
け
た
市
医
師
会
と

の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
、
令
和

ら
の
方
針
で
あ
る
。
子
ど
も
が

豊
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
へ
新
た
な
視
点
か
ら
の
取
り

組
み
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

次
に
、
予
算
特
別
委
員
会
で

の
質
疑
か
ら
、
学
習
適
応
教
室

の
充
実
、
不
登
校
の
た
め
の
特

例
校
の
設
置
検
討
、
公
園
遊
具

の
更
新
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
情
報

提
供
、
不
法
投
棄
し
に
く
い
公

園
の
環
境
づ
く
り
、
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
事
業

に
お
け
る
関
係
機
関
と
の
連
携

体
制
の
充
実
、
小
・
中
学
校
の

水
泳
指
導
に
お
け
る
民
間
事
業

者
と
の
調
整
の
下
で
の
専
門
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
導
入

の
検
討
、
中
学
校
給
食
に
つ
い

て
、
現
行
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ

方
式
を
基
本
に
温
か
い
給
食
の

提
供
に
向
け
検
討
に
取
り
組
む

等
は
、
富
田
市
長
に
な
っ
て
か

予算額事業名

4,540万8千円財務会計システムの電子決裁化

2,655万6千円行政手続きオンライン化

2,548万4千円窓口デジタル化事業

465万9千円市民農園新規整備

275万円農機具･機械等整備費補助金

1,930万6千円

認知症高齢者グループホーム緊
急整備支援事業補助金､地域密
着型サービス等整備助成事業補
助金

6,395万9千円学校用務業務委託

4,174万2千円保育士等処遇改善臨時特例補助
金

1,960万2千円東中学校西校舎棟屋上防水工事

3億8,855万円柳窪けやき森の広場の土地購入

445万4千円第四次地球温暖化対策実行計画
策定

6,391万8千円参議院議員選挙執行事業

600万4千円東久留米市議会議員選挙執行事
業

令和４年度予算の主な新規事業

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明明
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子
育
て
や
教
育
へ
投

資
す
る
「
改
革
」
を

　

令
和
３
年
度
は
市
民
生
活
が

深
刻
な
状
況
の
中
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
進
め
、
拡
大
す
る
変
異

株
に
対
峙
し
て
き
た
。
予
算
編

未
来
政
策
フ
ォ
ー
ラ

未
来
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ムム
　

所
信
表
明
で
は
、
前
任
の
３

人
の
市
長
に
関
し
、
改
革
の
流

れ
の
普
遍
性
を
指
摘
し
、
そ
の

流
れ
を
引
き
継
ぐ
と
し
な
が
ら
、

重
点
的
取
り
組
み
と
し
て
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
投

資
の
３
点
を
挙
げ
、
そ
の
下
に

「
未
来
を
創
る
た
め
の
八
つ
の

改
革
の
成
果
（
財
源
）
を
少
子

・
高
齢
化
対
策
、
と
り
わ
け
子

育
て
や
教
育
へ
の
投
資
に
充
て

る
方
向
性
・
一
貫
性
は
徹
底
し

て
い
る
。
わ
が
会
派
と
し
て
、

こ
の
方
向
性
に
同
意
し
つ
つ
、

今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
計

画
を
吟
味
し
て
い
く
。

た
だ
し
、
地
域
の
多
様
な
市

「
改
革
の
目
的
と
は
政
治
の
力

を
必
要
と
す
る
方
々
へ
の
税
の

再
配
分
を
政
治
の
役
割
と
し
て

い
る
」、
と
言
及
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
、
改
め
て
共
感
を
示
す

と
と
も
に
、
私
た
ち
も
そ
の
役

割
を
真
摯
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

市
長
は
市
議
時
代
と
全
く
異

な
る
環
境
に
市
政
の
最
終
責
任

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会でででででででででででででででででででででででででででででののののののののののののののののののののののののののののの質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応予算特別委員会での質疑応答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

[
[

[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[
[

 

予
算
組
み
替
え
で
市
民

の
暮
ら
し
の
応
援
を

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
予
算
規
模
は　

億
４５０

３
６
０
０
万
円
、
前
年
度
比
２

億
１
６
０
０
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
る
。
民
生
費
、
柳
窪
け
や

き
森
の
広
場
土
地
の
購
入
に
当

た
っ
て
の
衛
生
費
、
土
木
費
が

歳
出
の
主
な
増
要
因
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
９
月
１
日

の
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
の
施
行
に

よ
り
、
国
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ

ル
庁
が
発
足
、
市
に
お
い
て
は

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
し
て
多

く
の
新
規
事
業
が
盛
り
込
ま
れ

た
予
算
と
な
っ
た
。

　

市
民
の
暮
ら
し
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
法
人
市
民
税
が
前
年

日
本
共
産

日
本
共
産
党党
度
比
増
と
な
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
と
比
較
す

る
と
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
で
あ
る
。

継
続
さ
れ
る
支
援
事
業
も
あ
る

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
固
定
資
産
税
、
都

市
計
画
税
の
特
例
措
置
は
終
了

す
る
。
来
年
度
も
年
金
は
削
減

さ
れ
、
後
期
高
齢
者
窓
口
負
担

増
も
強
行
さ
れ
る
。
市
長
提
案

の
予
算
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を

支
援
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。

　

今
後
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
が
約
３
億
円
交
付

さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
市
民

生
活
の
実
態
に
即
し
た
支
援
策

を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
予

算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
市
長

の
予
算
に
反
対
し
、
市
民
自
治

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
賛
同
を
得
て
予

算
組
み
替
え
案
を
提
案
し
た
。

陰
都
市
計
画
道
路
東
３
・
４
・

　

号
線
お
よ
び
東
３
・
４
・　

１３

２１

号
線
整
備
事
業
の
見
送
り
、
隠

市
独
自
の
小
・
中
学
校
学
力
調

査
の
中
止
、
韻
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
の
増
額
、
以
上
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
る
財
源
を
陰
平
和

事
業
の
充
実
、
隠
男
女
共
同
参

画
情
報
誌
発
行
事
業
を
後
退
さ

せ
な
い
こ
と
、
韻
国
民
健
康
保

険
加
入
世
帯
の
う
ち
所
得　

万
３００

円
以
下
の
世
帯
を
対
象
に
５
年

間
の
期
限
で　

歳
以
下
の
均
等

１８

割
額
を
２
分
の
１
に
減
免
、
吋

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

の
自
己
負
担　

円
を
無
料
化
、

５００

右
家
庭
ご
み
指
定
収
集
袋
の
販

売
価
格
を　

分
の
８
に
値
下
げ
、

１０

宇
子
供
食
堂
推
進
事
業
の
実
施
、

烏
地
域
公
共
交
通
の
市
民
ニ
ー

ズ
調
査
の
実
施
、
羽
私
道
整
備

助
成
の
実
施
、
迂
都
市
計
画
事

業
基
金
積
立
金
の
増
額
に
振
り

分
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
組
み
替
え
案
は
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
た
が
、
引
き
続

き
市
民
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、

市
民
の
願
い
実
現
の
た
め
力
を

尽
く
し
て
い
く
。

　

以
上
申
し
述
べ
一
般
会
計
予

算
案
に
反
対
す
る
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
案
に
つ
い
て
も
反
対

す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
料
や
保
険
料

率
は
、
自
治
体
独
自
で
決
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
多
摩　
２６

市
中　

市
が
自
己
負
担　

円
を

２４

５００

無
料
、
１
市
は
条
件
を
定
め
て

無
料
と
し
て
い
る
。
本
市
も
一

日
も
早
く
無
料
化
を
行
う
べ
き

と
述
べ
、
賛
成
す
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
案
、

下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
に
つ

い
て
は
、
特
に
意
見
を
付
す
こ

と
な
く
賛
成
す
る
。

質問 現在の市内の認知症高齢者グル
ープホームの整備状況について伺う。
答弁　３年ごとの介護保険事業計画に
基づき計画的にグループホームの整備
を行っている。
　令和４年３月現在、５カ所、定員９９人。
８期計画の最終年度となる６年３月時
点では、６カ所、定員１２６人分と、いず
れも増加の予定である。

質問 放課後児童支援員等処遇改善補
助金について、国・都・市それぞれの
負担割合について伺う。
答弁　令和４年９月までは全額を国が
負担し、１０月以降は国・都・市がそれ
ぞれ３分の１ずつ負担する。令和５年
以降も３分の１ずつの負担割合が想定
されている。

質問 行政手続きオンライン化に伴う
職員の業務上の効果について伺う。
答弁　業務の効率化、他市の申請書活
用等による業務の簡易化が見込まれる。
意見 さまざまなオンラインの申請を
駆使し、市民・職員に優しいオンライ
ン化を準備・推進してもらいたい。

質問 多様な集団活動事業利用支援補
助金について伺う。
答弁　地域や保護者のニーズに応えて、
地域において重要な役割を果たしてい
る小学校就学前の子どもを対象とした
多様な集団活動について、その利用料
の一部を補助するものである。

質問 自転車等駐車場整備事業の進捗
状況・取り組みと令和４年度の予定に
ついて伺う。
答弁　令和３年度は落札者と設計・建
設工事の契約締結を行った。令和４年
度は施設の設計業務を進めており、令
和４年８月からの工事着手に向けた取
り組みを進めることとしている。

質問 子宮頸がんワクチンについての
市の現状と対応について伺う。
答弁　今般、国より接種勧奨を控える
ことを終えること、個別接種の対象者
またはその保護者に対し個別に勧奨す
ること、令和４年４月から順次実施す
ること、これまで個別勧奨を受けてい
ない方や年齢の高い方から順に早期に
個別接種を進めること等が示されてい
る。本市においても、市医師会と調整
し、同様の対応をしていくとともに、
本年３月末に向け個別の通知発送の準
備をしている。

　

３
面
か
ら
続
く

公

明

公

明

党党


